
医薬品の適正使用に欠かせない情報です｡ 必ずお読み下さい｡

使用上の注意改訂のお知らせ
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謹啓 平素は格別の御引立てを賜わり厚く御礼申し上げます 芝

さて､ .r山について､使用上の注意｣｡ を改訂致しましたので､ご案内申t,この度弊社のへ辛ロン T J ｢

上げます し

なお､｡ お手元に届くまでには若干時間のすれガ生ずることがあ改訂添付文書を封入した製品が､

と存じますガ､何卒ご了承下さいますようお願い申し上げます｡ 敬る白 

1.改訂内容 (下線部追加 

)改 訂 後 改

(2)副作用 

皮膚 :ときに局所の刺激感､接触皮膚炎､

発赤､捧痛､覆揮､まれに塵欄､紅

斑等ガあらわれることかあるo

訂 前(2 

)副作用皮膚 :ときに局所の刺激感､

接触皮膚炎､発赤､捧痛等があ

らわれることがあるo 

2. 自主改訂) ( 擾揮｣か7件､承認時迄の調査及び市販後の調査 改訂理由 ( 第 1年次)の結果､｢

斑｣が2 ｢廉潤｣ガ 4件､｢紅

発現 件報告されています｡

症例No.性年齢一覧表 《贋偶. 使用理由(合併症)･紅斑)投与量投与期間 併用薬 投与中止又は継続 経 過 お副 作 用

1 女5.9 カンジダ性指間びらん症 1匝】/8日日 なし 症 状 発現 処 置臼 よ び 転 帰

2 女 . カンジダ性 1回/日 ゲン一夕シン 廉瑚浸軟贋欄 6日日目7 他他剤剤にに変変更更目 中中止止(発現2日後) 原疾

443 男2 爪爪郭匪l炎. 6日 軟膏 浸軟 患の症状ガ悪化○中止4日後､軽快○ 

4 5 暇部白窮 1回/ 6 巳日 なし 廉燭紅斑溶出液 6日 他剤に変更日 中止 中止8日後､軽快o 



発現症例一覧表 く橿揮》 

NQ 性 .年齢

1 男 .
56 

2 男 .66

3 男 .77

4L 男 .64

5 女 .66

6 女 .67

7 男 .42

使用理由(合併症)

休部白窮 

腰部白蘇 

休部白蘇

股部白糖

股部白解

足白解

足白蘇

投与五投与期間

1匡】/臼
14日

3匝】/6 白日

1匝】/3 日日

1国/ 2 日7日

1匝けE 6 j日

1回/ 1 冒3日

1匡】/5 巳7日

併用薬

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

副 作 岡症 状

発現臼 処 置唇桂 1白目 処置せず
発赤 

(一時的)虜荏発

赤 6日目 ステロイド外用贋捧

浮腫発発赤赤 22日日自 チ=ノウワッノブス橿荏 7 日 他剤に変

更

馬琴発赤 4BE]

他剤に変更項
捧 6日目 処置せ

ず
環倖 2日目 処置せず

投与中止又は継続 経 過 お よ び 転 帰

継

続 塗布直後＼一時的(約5分間位)に 

出現0-時的な刺激と考えられるo 

中止 悪者来院せず､転帰不明o 

中止(発現1日後) 中止2日後回復○ 

中止 使用1 6

日日日目目にに発赤､擾揮消失するが227発赤出現o中止3橿桂の増強､軽度 6日後症状消失o中止 3後症
状消失o 

中止(発現2日後) 

中止(発現7日後) 
継続

中止1 0日

★改訂後の ｢使用上の注意｣は以下の通りです｡ 使用 4Ej目回 後E i)復復｡o

(1)次の患者には投与しないこ

本剤の成分に対 と

()皮膚 :ときに局所の刺激感､接触皮膚炎､し過敏症の既往歴のある患者2副作用

(3)妊婦 あらわれることがある｡ 発赤､捧痛､橿揮､まれに願潤､紅型等ガ

妊娠中へのの投与使用に関する安全性は確立していないので､妊婦又


